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活
動
メ
モ

機
関
誌
・
紙
／
自
主
流
通
誌
・
紙

新
刊
書
籍

構
成
　
　
編
集
部

活
動
メ
モ

中
央
大
学
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
会
績
成
さ

れ
る
。
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／
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．
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1
0
月

▽
リ
ベ
ー
ロ
　
3
4
号
（
リ
ベ
ー
ロ
社
　
京
都
市
左

京
区
田
中
門
前
町
2
8
－
5
）
　
全
国
連
盟
の
可

能
性
を
索
め
て
・
第
2
回
連
帯
集
会
報
告

▽
だ
ら
し
ね
・
2
　
1
号
（
だ
ら
し
ね
合
新
社

堺
市
向
陵
中
町
1
－
3
－
8
堺
市
民
組
合
内
）

堺
市
民
組
合
へ
の
誘
い

▽
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
1
0
月
号
（
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
の

会
　
練
馬
区
大
泉
学
園
町
2
1
9
0
萩
原
方
）

▽
労
働
運
動
　
1
2
号
富
士
地
区
一
般
垂
賽
局
労
連

富
士
市
伝
法
中
町
2
1
1
9
）

三
歩
・
第
裁
年
度
定
期
大
会
報
告

▽
虚
構
解
体
　
1
8
（
同
編
集
委
員
会

石
神
井
1
－
4
9
8
福
富
方
）

▽
れ
ん
げ
通
信
　
1
号
（
大
江
音
入

洛
蓮
華
9
5
）
　
伊
勢
と
遷
宮
に
つ

定
着
へ
の
第

練
馬
区
上

法
廷
か
ら

宇
治
市
幸

い
で

マ
サ
ル
ー
ト
ン
　
1
8
5
号
（
向
井
孝
　
大
阪
市

阿
倍
野
区
旭
町
2
－
1
2
－
2
）

▽
海
燕
　
1
号
（
海
燕
書
房
　
千
代
田
区
内
神
田

1
－
4
－
6
）
　
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
暴
力

▽
黒
硬
の
下
は
　
1
号
（
文
京
区
後
楽
2
－
7
－

5
）
　
日
本
自
協
史
（
七
）

▽
月
刊
協
同
体
　
1
3
2
号
（
日
本
協
同
体
協
会

栃
木
県
今
市
高
梨
町
2
0
8
3
）

▽
生
活
者
　
館
号
（
加
藤
彰
彦
　
横
浜
市
戸
塚
区

田
谷
町
1
9
3
1
）
　
太
陽
の
伝
説
・
4
2

▽
新
左
翼
　
2
3
2
～
2
3
1
号
（
新
左
巽
社

大
阪
市
北
区
池
田
町
2
1
安
田
ビ
ル
）

▽
関
西
地
方
準
備
会
ニ
ー
ス
　
8
号
（
無
政
府

主
義
者
連
盟
関
西
地
方
準
備
会
　
京
都
市
東
山

区
山
科
北
花
山
六
反
田
町
2
6
1
8
時
栄
荘
内

奥
田
気
付
）
　
第
2
回
全
国
無
政
府
主
義
者
連

帯
会
議
報
告
・
基
調
報
告

▽
こ
ん
み
ゆ
ん
・
神
戸
共
同
文
庫
会
報
1
号
（
神

戸
市
葺
合
区
上
筒
井
通
6
－
2
－
1
3
）

▽
か
わ
ら
版
　
1
0
月
号
（
京
都
市
左
京
区
岩
倉
木

野
町
1
3
1
京
都
精
華
短
大
　
片
桐
研
究
室
）

▽
非
暴
力
直
接
行
動
　
9
号
（
W
R
I
日
本
部

姫
路
市
亀
山
3
5
1
）
　
W
R
I
1
5
回
大
会
に

属
し
て

▽
月
刊
市
政
研
　
1
3
5
号
（
豊
田
市
政
研
究
会
　
4
3

豊
田
市
宮
上
町
2
－
2
0
8
－
3
6
渡
久
地
政
司
）
　
－

日
月

▽
関
西
地
方
準
備
会
ニ
ー
ス
　
9
号
（
同
準
備

会
　
京
都
　
総
括
か
ら
展
望
へ
・
実
践
壕
の
開

明
の
た
め
に

▽
処
女
地
帯
　
6
1
号
（
北
方
自
由
詩
人
集
団
　
秋

田
市
太
平
八
田
　
北
本
哲
三
）

▽
同
時
代
人
　
3
号
（
同
時
代
入
社
　
青
森
市
勝

田
2
－
2
3
－
m
地
主
気
付
）



▽
生
活
者
　
4
3
号
（
加
藤
彰
彦
　
神
奈
川
）

▽
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
Ⅱ
月
号
（
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
の

会
　
東
京
）
　
「
売
買
」
と
い
う
名
の
強
奪

▽
サ
ル
ー
ト
ン
　
1
8
6
号
（
向
井
孝
　
大
阪
）

非
暴
力
直
接
行
動
は
無
力
か
∴
上

▽
リ
ベ
ー
ロ
　
泌
号
（
リ
ベ
ー
ロ
社
　
京
都
）

ふ
た
た
び
ベ
ト
ナ
ム
の
解
放
と
わ
れ
わ
れ

▽
月
刊
協
同
体
　
1
3
3
号
（
日
本
協
同
体
協
会

栃
木
）
　
S
C
I
セ
ン
タ
ー
と
金
峰
高
原
牧
場

▽
モ
テ
ッ
ク
通
信
　
2
0
号
（
同
編
集
部
　
新
宿
区

新
宿
2
－
1
－
9
模
索
舎
気
付
）

▽
む
く
げ
通
信
　
3
3
号
（
む
く
げ
の
会
　
神
戸
市

垂
水
区
多
聞
台
3
1
1
0
－
2
5
－
狐
飛
田
方
）

▽
公
害
を
逃
す
な
　
2
2
号
（
富
山
化
学
の
公
害
輸

出
を
や
め
さ
せ
る
実
行
委
員
会
　
文
京
区
白
山

1
－
3
7
－
9
自
主
講
座
分
室
案
内
）

▽
新
左
翼
　
2
3
5
～
2
3
1
号
（
新
左
翼
社

大阪）

▽
か
わ
ら
版
　
Ⅱ
月
号
（
片
桐
ユ
ズ
ル
　
京
都
）

▽
月
刊
市
政
研
　
1
3
6
号
（
豊
田
市
政
所
　
望

日
高
）
　
合
成
洗
剤
の
悪
さ
を
知
っ
て
下
さ
い

1
2
月

▽
非
暴
力
面
接
行
動
　
1
0
号
（
W
R
I
・
日
本
部

姫
路
）
平
和
の
た
め
の
囚
人

▽
サ
ル
ー
ト
ン
　
1
8
1
号
（
向
井
孝
　
大
阪
）

非
暴
力
直
接
行
動
は
無
力
か
・
中

▽
だ
ら
し
ね
・
2
　
2
号
（
だ
ら
し
ね
会
所
社

大
阪
）
　
合
成
洗
剤
を
考
え
る

▽
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
　
1
2
月
号
（
リ
ベ
ル
テ
ー
ル
の

会
　
東
京
）

▽
リ
ベ
ー
ロ
　
3
6
号
（
リ
ベ
ー
ロ
社
　
京
都
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
手
紙

▽
ア
ナ
キ
ズ
ム
　
9
号
（
同
編
集
委
員
会
　
千
代

田
区
神
田
神
保
町
2
－
3
2
　
大
同
会
館
　
現
代

思
想
社
気
付
）
　
特
集
・
暴
力
Ⅶ
非
暴
力

▽

L

I

B

E

R

O

　

3

号

（

リ

ベ

ー

〇

・

イ

ン

タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
神
戸
中
央
郵
便
局
私
書
箱

1
0
6
5
号
国
際
通
信
部
）

▽
月
刊
協
同
体
　
1
3
4
号
（
日
本
協
同
体
協
会

栃
木
）
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
て

▽
カ
ラ
ス
　
1
6
号
（
カ
ラ
ス
連
合
　
江
戸
川
区
春

江
町
5
1
2
3
－
説
八
嶋
潤
）

▽
C
O
M
M
U
M
A
N
I
T
Y
　
1
4
号
（
日
本
コ

ミ
ュ
ー
ン
連
動
　
栃
木
県
今
市
市
栄
町
2
0
8

3

）

　

S

I

L

O

I

S

M

▽
名
前
の
な
い
新
聞
　
0
0
号
（
武
蔵
野
市
御
殿
山

1
－
6
－
1
3
丸
信
コ
ー
ポ
2
0
2
）

▽
モ
テ
ッ
ク
通
信
　
2
1
号
　
（
同
編
集
部
　
東
京
）

▽
公
害
を
逃
す
な
　
2
3
～
2
5
　
（
東
京
）

▽
つ
、
、
、
ユ
ン
・
ヒ
ロ
バ
　
2
4
号
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
百

人
委
員
会
　
大
阪
市
東
成
区
玉
津
2
丁
目
東
成

玉
津
郵
便
局
留
）
　
直
販
始
末
詑

▽
新
左
翼
　
2
3
8
～
2
3
9
号
（
新
左
翼
社

大阪）

▽
長
征
　
1
9
号
（
徒
入
社
　
川
崎
市
多
摩
区
登
戸

1
9
5
長
谷
川
気
付
）

▽
月
刊
市
政
研
　
1
3
1
号
（
豊
田
市
政
所
　
望

日
高
）
　
洗
剤
公
害
法
廷
へ

▽
か
わ
ら
版
　
1
2
月
号
（
片
桐
ユ
ズ
ル
　
京
都
）

▽
無
政
府
主
義
運
動
　
6
3
号
（
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト

ク
一
フ
ブ
　
目
黒
区
目
黒
本
町
1
－
1
0
－
3
　
女

屋
勘
左
衛
門
）
　
権
力
否
定
の
精
神

▽
大
道
貝
古
今
　
1
0
号
（
岩
佐
作
太
郎
遺
稿
集
刊

行会）

▽
労
働
運
動
　
1
5
号
（
富
士
地
区
一
般
合
同
労
組
）

新
刊
書
籍

▽
虚
無
思
想
研
究
　
上
・
下
巻

大
沢
正
道
・
編
　
　
輔
牛
社

一
、
三
〇
〇
円
～
一
、
四
〇
〇
円

▽
危
険
な
言
語
　
迫
害
の
中
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

ウ

ル

リ

ッ

ヒ

・

リ

ン

ス

岩
波
書
店
　
　
二
三
〇
円

▽
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
現
代
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大
沢
正
道
・
編
　
　
三
一
善
房

四
八
〇
円

▽
ア
ナ
キ
ス
ト
小
辞
典

萩
原
晋
太
郎
　
　
　
　
非
売
品

▽
差
別
と
ア
ナ
キ
ズ
ム

宮
崎
　
晃
　
　
黒
色
戦
線
社

一
、
六
〇
〇
円

▽
す
べ
て
の
囚
人
は
政
治
因
で
あ
る

マ
ー
チ
ン
・
ソ
ス
タ
ー

リ
ベ
ー
P
社
　
　
二
〇
〇
円

＜卦　報＞

粕
引
邦
農
夫
　
（
七
五
年
十
二
月
三
日
）

一
八
九
五
年
茨
城
県
の
農
家
に
生
ま
れ
る
。
父

の
死
後
、
上
京
し
て
印
刷
工
と
な
る
。
一
九
一
九

年
に
は
、
新
聞
印
刷
工
組
合
「
正
進
会
」
の
結
成

ほ
参
加
、
水
沼
辰
夫
、
布
留
川
信
等
と
と
も
に
大

正
期
の
自
由
連
合
派
労
働
運
動
の
中
心
的
な
活
動

家
と
し
て
活
躍
。
戦
後
、
読
売
新
聞
の
争
議
に
参

加
、
一
九
四
六
年
の
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
の
全

国
委
員
。
一
九
五
一
年
に
は
岩
佐
作
太
郎
、
水
沼

辰
夫
等
と
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る
。

昨
年
五
月
か
ら
足
ほ
水
踵
が
で
き
、
脳
軟
化
症
と

腎
臓
病
を
併
発
し
て
、
薯
に
入
院
し
て
い
た
。

望
月
桂
（
七
五
年
十
二
月
十
三
日
）

明
治
二
十
年
一
月
十
一
日
長
野
県
東
筑
摩
郡
中

川
手
村
塔
ノ
原
に
て
生
る
。
明
治
四
十
三
年
東
京

美
術
学
校
西
洋
画
科
卒
。
大
正
五
年
、
神
田
猿
楽

町
で
氷
水
屋
「
へ
ち
ま
」
開
業
、
そ
こ
で
久
枝
卯

之
助
と
知
り
合
い
売
文
社
へ
出
入
り
、
堺
利
彦
の

「
新
社
会
」
の
挿
絵
を
数
枚
描
く
、
渡
辺
政
太
郎
、

村
木
源
一
郎
、
和
田
久
太
郎
、
近
藤
麓
二
等
と
交

際
。
平
民
美
術
協
会
創
立
。
大
杉
栄
、
伊
藤
野
枝

と
知
り
合
う
、
以
後
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
革
命

芸
術
研
究
会
「
黒
堀
金
」
結
成
、
同
人
、
久
板
卯

之
助
、
林
倭
衛
。
大
正
十
一
年
、
ア
ル
ス
社
か
ら

大
杉
栄
、
望
月
桂
共
著
「
渡
文
漫
画
」
刊
行
。
翌

年
、
護
村
運
動
同
盟
設
立
、
機
関
紙
「
小
作
人
」

発
行
。
黒
労
社
パ
ン
フ
「
俺
達
と
政
治
」
発
行
。

黒
色
青
年
連
盟
発
足
、
団
体
加
盟
。
昭
和
十
年
パ

レ
ッ
ト
図
案
社
を
復
活
さ
せ
、
黒
色
青
年
の
酒
場

と
な
る
。
昭
和
五
十
年
十
二
月
十
三
日
逝
去
。

八
十
八
歳
。
回
顧
録
は
「
思
い
出
の
記
」
　
「
随
筆
」

「
落
葉
の
私
語
」
　
「
記
録
年
譜
」
。
漫
画
「
百
姓

百
態
」
　
「
社
会
漫
描
」
　
「
人
生
漫
描
」
。

〔
新
刊
案
内
－
著
者
自
身
に
ょ
る
紹
介
〕

宮
　
崎
　
　
　
晃
　
著

『
差
別
と
ア
ナ
キ
ズ
ム

ー
水
平
社
運
動
と
ア
ナ
・
ポ
ル
筑
争
史
－
』

わ
た
く
し
ぼ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
た
い
し
て
は
、

冷
視
し
て
い
る
。
だ
か
ら
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に
つ

い
て
は
、
嫌
悪
感
を
い
た
い
て
い
る
。
し
か
し
、

き
わ
め
て
少
数
だ
が
、
も
ろ
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
ん
こ
と
も
香
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
か
ん
が
え
て

い
る
。
本
書
も
、
そ
う
∴
∵
ク
意
味
で
、
菖
か
ね
は

な
ら
ぬ
少
数
の
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
往
々
、

研
究
者
の
あ
る
人
々
は
、
次
の
よ
う
に
か
ん
が
え

で
い
る
。
「
水
平
運
動
に
お
い
て
は
、
ア
ナ
キ
ズ

ム
の
流
派
は
な
か
っ
た
か
、
か
少
に
あ
っ
走
と
し

て
も
、
そ
れ
は
何
等
評
価
す
る
に
足
り
な
い
も
の

で
参
ろ
う
」
と
。
と
く
に
最
近
は
、
党
派
的
な
歴

史
家
た
ち
は
、
故
意
に
歴
史
を
ね
じ
ま
け
よ
う
と
、

作
業
を
す
す
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ナ
キ
ズ
ム

は
確
乎
た
る
存
在
で
あ
り
、
将
来
に
む
か
っ
て
も
、

最
大
の
存
在
で
あ
る
。
水
平
運
動
の
な
か
で
、
ア

ナ
キ
ズ
ム
は
、
明
白
に
し
て
学
ぶ
ペ
き
き
わ
め
て

多
く
の
教
訓
を
の
こ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を

無
視
す
る
こ
と
も
、
何
等
の
注
意
を
は
ら
う
こ
と

な
く
通
り
す
ぎ
る
こ
と
は
、
せ
っ
た
小
に
で
き
な

い
。
わ
た
く
し
の
本
稿
は
ま
ず
し
い
も
の
で
あ
る

が
、
発
掘
の
最
初
の
努
力
と
し
て
、
ゆ
る
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
　
　
　
　
（
リ
ベ
ー
ロ
紙
よ
り
）


